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初等中等教育国際教育推進事業 

第１８第１８第１８第１８回回回回 iEARNiEARNiEARNiEARN 年次世界大会年次世界大会年次世界大会年次世界大会・第・第・第・第 15151515 回回回回 iEARNiEARNiEARNiEARN ユースサミットユースサミットユースサミットユースサミット    

台湾開催台湾開催台湾開催台湾開催へへへへ参加参加参加参加者派遣者派遣者派遣者派遣事業事業事業事業 

 

世界で最大の教育ネットワーク iEARN（アイアーン： International 

Education And Resource Network）の年次世界大会、並びにユースサミットが

今年は、台湾で開催されます。主催 iEARN－Taiwan は、JEARN にとって姉

妹のような関係であり日頃から互いに助け合っています。今年は特に日本から

多くの教員や生徒たちの参加を促し、更に深い信頼関係を築く機会と捉えてい

ます。 

また、開催期間一週間の滞在で 5 大陸、約 50 カ国の小・中・高の教員と知り

合い、多くのプロジェクトとそのファシリテーターによるワークショップを体

験し、各国の教育事情や子どもたちの将来を語り合うこの一週間は各参加者が

「地球市民となるための国際教育の場」となり、帰国後は、iEARN ネットワー

クやプロジェクトを初等中等教育に於ける国際教育に広く活用し、学校の国際

教育実践力向上を図ります。 

 

１ 事業概要 

２ 2011 年度 iEARN 年次世界大会・ユースサミット概要 

３ 本年度の 2 つの特徴  

 

参考資料 

１． 台湾開催リ―フレット 

http://www.jearn.jp/japan/2011taiwan/iearn_2011.pdf 

２． JEARN 募集用パンフレット 

 

参考参考参考参考サイトサイトサイトサイト    

2010 年カナダ会議報告 

 http://www.jearn.jp/japan/2010canada/canada-report.pdf 
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１１１１    事業事業事業事業概要概要概要概要 

事業名 

初等中等教育国際教育推進事業 

「第１８回 iEARN 年次世界大会・第 15 回 iEARN ユースサミット   

台湾開催へ参加者派遣」 

期間 

iEARN 開催期間：201１年７月１７日（日曜日）―２３日（土曜日） 

  ■グループ１＝７月１７日―２３日 

  ■グループ２＝７月２０日―２３日 

開催地 

開催場所 

iEARN：台湾・高雄市 

■ 国際会議：ホテルガーデンビラ（高雄蓮潭國際會館） 

■ ユースサミット：國立科學工藝博物館 

主催 特定非営利活動法人グローバルプロジェクト推進機構 JEARN 

共催 NPO 法人 iEARN, iEARN-Taiwan 

後援 
文部科学省 

財団法人交流協会・兵庫県教育委員会・社団法人日本教育工学振興会 

協力 日本通運株式会社神戸旅行センタ―、株式会社内田洋行ほか 

派遣規模 教員／生徒 30～40 名 

連絡・ 

問合せ先 

事 務 局 

 

 

 

 

 

JEARN 事務所 

〒650-0003 神戸市中央区山本通３丁目１９番８号 

      海外移住と文化の交流センター ３Ｆ 活動支援室２ 

      Tel＆Fax ０78-862-8288 e-mail office@jearn.jp 

JEARN 高槻事務所 

〒569-1036 大阪府高槻市塚脇 1 丁目 11 番 25 号 

Tel/Fax0726-80-2115 e-mail office@jearn.jp 

    

２２２２    2011 年度 iEARN 年次世界大会・ユースサミット概要：主催者発表より 

【参加対象者】 

小中高、大学の教師および生徒・学生、学校における ICT 推進担当者、学校

教育機関関係者、その他 NGO 教育省、語学教育関係者 

 

【参加予定者数】  

５００名の教育関係者 

３００名のユース代表 
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【主催者メッセージ】 

台湾は多様な文化や創造的な教育への取り組みに対して積極的であり、とり

わけ世界的に競争力の高い IT 産業を背景に、先進的な新しい教育プログラムへ

の取り組みは、iEARN 活動をさらに推し進める機会として期待されます。今回の

開催にあたり、台湾国内における多くの教育関係者や学生の協力を得て、大会

に関する認知を広げ、大会を成功に導き、ひいては台湾における iEARN の一層

の認知と今後の持続的な活動が期待されます。大会における多くの取り組みは

台湾教育省への報告を通し、教育白書における国際教育の実践として寄与する

こととなります。 

また、開催都市・高雄市は台湾南部の国内第２の主要都市で、台湾における

高い教育水準をもつ都市として知られており、特に国内有数の IT 先進都市でも

あり ICT 活用による教育実践の環境として最適です。さらにユースサミット会場と

なる国立科学技術博物館をはじめとする芸術、文化と歴史遺産、風光明媚な自

然が都市機能とマッチした都市で、海外からの方に多くの見所を提供します。 

今大会を通じて、台湾教育省、教育委員会、および教育関係者が国内外にお

けるさまざまな教育機関と連携を強化し、iEARN が国際教育に関する協働プロジ

ェクトリーダーとして台湾および東南アジアにおいてその活動を推し進めます。 

＜会議基本日程＞ 

７月１６日（土） 

７月１７日（日） 

アセンブリーミーティング（2 日間） 

到着 

７月１８日（月） 参加者登録受付 

午後：オープニングセレモニー 

夜： 歓迎バーベキューパーティー 

７月１９日（火） 教員：プレゼンテーション・ワークショップ・ 

生徒：ユースサミットプログラム： 

 「国立科学技術博物館で科学とエコロジー学習」 

７月２０日（水） One Day Trip 

① クールビジット②サイエンスパーク訪問 

② 美術館・博物館訪問（台北：故宮博物館など） 

③ 雄市内観光 

ユースサミット：防災世界子ども会議 

７月２１日（木） 教員：プレゼンテーション・ワークショップ 

 生徒：ユースサミットプログラム（＊） 

 夜：グローバル セレブレーション 

７月２２日（金） 午前：教員：プレゼンテーション・ワークショップ 

 生徒：ユースサミットプログラム（＊） 

午後：クロージングセレモニー 

夜：ガラパーティー 

7 月 23 日（土） 帰国 
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（＊）今年の Youth Summit activities は、「エコと日本の震災」を中心に討論会や 

ディベート大会があります。 

 

３．本年度の３．本年度の３．本年度の３．本年度の 2222 つの特徴つの特徴つの特徴つの特徴    

（１）半期間参加コース半期間参加コース半期間参加コース半期間参加コース        ７月２１日～２３日７月２１日～２３日７月２１日～２３日７月２１日～２３日    

 

多くの先生が iEARN 世界大会を体験できるよう、１学期終業式後に台湾に飛び、

iEARN 世界大会後半のプログラムに参加できるようにしました。 

 参加費用も約半額となります。関心のある方は JEARN 事務局へご連絡ください。 

 

（２）世界大会終了後に、希望者には地元の学校訪問が用意されています。 

STS ProgramSTS ProgramSTS ProgramSTS Program  

iEARN Taiwan now opens School-to-School Visit Program, where 30 Taiwan schools will receive 

the conference participants for a 3-day free accommodation and school visit from July 23-July 25.  

http://www.iearn2011.org/  - Program – STS program 

       以上 

 


